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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)
(図表 も含 めて分か りやす く記入のこと)
概要：
長期的な環境影響を考慮 したプロセス設計、技術導入 ・政策の評価によるライフサイクルデザ
インを支機するための、「長期シナ リオ評価のためのライフサイクルアセスメン ト(LCA)手法」
を開発 した。
組織 ・企業において、環 境影響を考慮 した活動 ・意思決定が求められてお り、環境負荷低減を
目的とした技術、製品、プロセス、社会システムなどが新開発 ・提案 されている。それ らの導入
効果を事前評価 してライフサイクルを設計するライフサイクルデザインは重要である。だが、導
入に伴 う効果はライフサイクル全体に長期にわたって影響するが、製品を評価対象 とする従来の
LCAでは時間軸の考慮は含まれない等の理由から評価が困難である。そのため、ライフサイク
ルシステム自体を評価対象 とし、ライフサイクル全体で起きる変化 を評価する 「シナ リオ評価型
LCA」の確立が必要である。
本研究では、1)LCA手法の理論の検討、2)LCA実施の情
報環境の構築、3)LCAケーススタディによる検証の3つ を相
補的に行っていくことで、シナ リオ評価型LCA実施の手順を
明確にして手法を確立するとともに、手法を実施するための
ツール と情報環境も構築 し、ライフサイクル設計を可能とす
1
る ことを目的 とした。
成果:
シナ リオ評価実施 のためのモデ ル化手法開発とモデル化フレームワークの仕様定義
(LCModel,LCML）を行い、ライフサイクルモデル構築支援ツール（ライフサイクルモデ ラー)を開
発 した。製造工程や流通消費等を単位アクティビティとみな し、Fig.2のようにアクティビティ
間を物質 ・エネルギーの需要供給関係で繋ぎ合わせて、収支関係 を表現 ・計算す るライフサイク
ルモデル(LCModel)の手法を開発 し、仕様を定義 した。アクティビティ ・物質/エネルギーフロ
ー・数値パラメータ ・制約条件の4つ をモデルの主構成要素と定義 し、Fig.3のフローの例のよ
うにそれらの情報の定義を行った。
Fig.1研究の方針
Fig.2PVCパイプとPEパイプのライフサイクルモデル例
① モデル構築言語LCMLを開発 ・拡張し、ツール上での長期的なライフサイクルのモデル表現
と収支計算(LCI)を可能にした。LCMLはFig.4に示す ような3形 態での表現を用意し、
用途に応 じて使い分ける。また、モデルをグラフィカルユーザーインターフェース(GUI)
上で行 うためのツール としてFig.5に示 したライフサイクルモデラーを開発 した。
②LCModel構築の際の問題点をケーススタデ ィを通 して検討 し、シナ リオ評価型LCAを 用
いたライフサイクルデザインを行 う際にはどのような情報が必要 とされ るかについて、
LCMLで使 うことを想定 して検討 した。ライフサイクルデザインのためには、物質収支情
報、技術情報、収集 ・輸送に関する環境負荷 ・コス ト情報、原料や製品の果たす機能、物
性や組成等の化学物質情報等が必要であることが分かった。
ケーススタディを通 じて、手法の理論 ・実施の両面において検討 した。物質 ・エネルギーを(1)
種類(2)量(3)時刻(4)所在の4つ のプロパティで表現 されるものと定義 し、ライフサイクルア
クティビティとは物質 ・エネルギーの存在 ・移動 ・変化を扱 うもので、4つのプロパティを1つ
以上変化 させ るものであると定義した。これ らの4つ の変化を扱 うモデルの基本要素を情報基板
上に実装 し、これ らを組み合わせることで多様なアクティビティを表現可能 とした。これにより、
汎用的にライフサイクルを表現できることをケーススタディの上で示 した。
LCModelの再利用性 を考慮 して、構築された:LCModel同士を繋げて新 しいモデルを構築す
るための理論検討を行った。
シナ リオ評価型LCA手法によるライフサイクルデザイン実践の例を示す ことで長期シナリオ
評価の重要性 と本手法の有用性 を示した。
Fig.3FlowのDataFormat
物質の種類、各期間での物質量、供給元
のユニット、需要先のユニットを定義するこ
とで、ユニット間の物質の移動を表現する
Fig.4LCMLによるモデルの表現
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